
新堀向野地区への土砂仮置き、町軽井地区の堤防災害復旧工事の進捗状況などをお知らせします。
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新堀向野地区への土砂仮置きを始めました新堀向野地区への土砂仮置きを始めました
5月号の回覧板でご紹介しました燕市新堀

向野地区への土砂仮置きについては、これま

でに仮置き場内の運搬路整備などの準備工

事が完了し、8月下旬より可動堰改築事業に

より発生した土砂の運搬を始めました。仮置き

期間は平成26年3月までの予定です。運搬経

路及び運搬箇所は右の図と下の写真をご参

照下さい。なお、運搬時間は通勤、通学時間

帯を避けて8時30分～17時までとしています。

また、ダンプトラックの出口には交通誘導員を

配置して安全確保に努め、一般車両の通行を

優先します。土砂運搬に伴いダンプトラックの

台数が増えるなど、沿線の皆様にはご迷惑を

おかけしますが、安全優先で工事を行います

ので、ご理解とご協力をお願いします。
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←可動堰の工事用車両には左記のようなプレートを掲示して
います。お気づきの点がありましたらご連絡をお願いします。

仮置き場への土砂搬入状況
（平成20年8月20日撮影）

土砂掘削現場からの搬出状況
（平成20年8月20日撮影）
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工事や河川に関することはなんでも大河津出張所へ Tel 0256-97-2121（建設監督官在所）

大河津出張所 ：大河津分水全般に関する工事監督・維持管理等

建設監督官（可動堰改築担当）：大河津可動堰改築事業に関する工事監督等

『可動堰なんでも電話』を開設し、みなさんからのご意見・ご質問などをお待ちしております。

０２５８－３２－３１３４ （平日 ＡＭ９：００～ＰＭ４：００）

信濃川河川事務所

http://www.hrr.mlit.go.jp/shinano/
信濃川大河津資料館

http://www.hrr.mlit.go.jp/
shinano/ohkouzu/index.html

大河津可動堰情報館

http://www.hrr.mlit.go.jp/
shinano/kadouzeki/

町軽井地区の堤防災害復旧工事について町軽井地区の堤防災害復旧工事について
7月号の回覧板でご紹介しました長岡市寺泊町軽井地区の堤防災害復旧（その1・その2）工事に

ついては、これまでに工事用道路の整備などの準備作業を完了し、8月下旬から地盤改良工事を

始めています。今回の工事では、下の図のように砂の柱（砂杭）を地中に打ち込む工法により地盤

を締め固め、その上に新たな堤防を築くことにより、大地震にも耐えられる構造とするもので、来春

に完成する予定です。なお、施工機械は騒音・振動が発生しにくいものを使用しています。地域の

皆様には工事の施工、工事用車両の通行等でご迷惑をおかけしますが、安全を第一に工事を進

めてまいりますので、ご理解とご協力のほど、宜しくお願いいたします。

砂杭の施工機械の組立状況
（平成20年8月7日撮影）

【砂杭による地盤改良のイメージ】

可動堰の本体工事は規模が大きく、必要

な工事設備も大規模となります。 7月から9
月末までの出水期は洪水の発生する頻度

が高く、洪水の危険性が予測された場合に、

大規模な工事設備を河川から安全な場所

に移動する事ができないため、工事を休止

しています。工事を再開する10月からは、

堰柱や管理橋上部工の建設が始まる予定

です。

可動堰本体工事の現場は現在休止中です可動堰本体工事の現場は現在休止中です
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（平成20年8月4日撮影）
再開を待つ堰本体工事現場の状況
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※砂杭の長さは約8～10m、
太さは約70cmになります。
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